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この日の行動は、岩澤

副会長、宮﨑相談役、仲

林税理士や新日本婦人の

会の役員４人など総勢１１

名が参加しました。

２組に分かれて商店主

と対話すると、「消費税

の増税は困ります。特に

インボイス（適格請求書）

が導入されると複雑に

なってしまう。最近の政

治はなんでも強引に決まっ

てしまうのでおかしいと

思う。」（美容院）とシー

ル投票では「増税反対」

に１票を投じました。

買い物途中の年配の女

性は「年金が少なくなっ

ている上に消費税増税で

は生活できません。」と怒

りを込めてシール投票で

「増税反対」に１票を投じ

ました。

一方、「増税賛成」「ど

ちらともいえない」とい

う意見も聞かれました。

「もう決まっているん

だからしょうがない。」と

いう声や「年金を下げな

いためにはやむを得な

い。」という方には、「大

企業や大金持ちから応分

の負担を求めれば増税し

なくても社会保障財源は

確保できます。」などと対

話しシール投票を呼び掛

けました。

１時間程度の行動で９２

人の商店主や買い物客と

対話し、シール投票は『増

税賛成１１票（１２％）』『どち

らともいえない２２票（２４

％）』「増税反対５９票（６４

％）』 増税中止署名は、

６０筆集まりました。

参加者からは、「増税側

の宣伝に惑わされている

人が予想以上にいた。我々

の運動の遅れの反映だと

思う。１回の行動に終わら

せず継続して行こう。」と

決意が語られました。

（裏面にしんぶん赤旗の

消費税Ｑ＆Ａを掲載）

見せてくれました。

その後４つの鉢を使い

皆で楽しくそば打ちを体

上越民商婦人部は１２月

１日、謙信交流館で新入部

員歓迎会を兼ね、昨年大

好評だったそば打ちを行

い、大人１２人、子供５人が

参加しました。

宮沢文雄さん（建築・糸

魚川支部長、西海そば道

場・道場長）を講師に迎え、

丁寧に指導していただき

ました。

宮澤さんは、安曇野の

そば粉を用意し、まずは

ひと通りの工程(練る･打

つ･切る)をお手本として

上越民商は１２月２日午前、高田本町商店街を訪問し、消費税増税をやめさせ暮らし

と商売を守りましょうと対話しながら署名とシール投票などを行いました。

験すると、昨年も参加し

た子供達が真剣な顔で

そばを打ち、宮澤さんに

褒められとても喜んでい

ました。

「そば粉が上手くまと

まらない」と苦戦する子

供たちには新入部員の丸

山一美さん＝電気工事＝

が手助け。

山崎幸子さん＝建築＝

と袖山秀美さん＝製缶＝

は「そばを薄く伸ばす時、

なかなか四角にならない」

と悪戦苦闘。そば粉で顔

にお化粧しながら楽しく

奮闘していました。

最期に宮沢道場長が打っ

たそばをみんなで食べ

ました。「宮沢道場長のそ

ばは、細く太さも均等で

美味しい。」と大評判でし

た。 後日談ですが、お

孫さんと３人で参加した

岩佐トモミさん＝遊漁船

＝は、「自分たちで打った

そばは、極太もあれば細

いのもあって見栄えは良

くなかったけど、手作り

感満載でとても美味しく、

家族で楽しく食べました。」

と話していました。

＝年末調整事務＝
□１２月１２日（水）１３；３０民

商会館。 □１２月１９日（水）

１３：３０カルチャーセンター。

□１月７日（月）１３：３０カル

チャーセンター。 □１月

８日（火）１０：００と１３：３０民

商会館。 □ １月９日（水）

１０：００と１３：３０と１８：００民

商会館。 ※従業員等か

ら提出をしてもらう「扶

養控除等申告書」「配偶

者控除等申告書」「保険

料控除申告書」の書類、

筆記用具・計算機持参。

＝ＰＣ記帳会＝
□ １月１７日（木）１３：３０と

１９：００民商会館（法人・個

人対象） □１月２２日（火）

１３：３０民商会館（法人対

象） □１月２９日（火）１３：

３０と１９：００民商会館（個

人対象） □２月７日（木）

１３：３０と１９：００民商会館

（個人対象：決算書印刷）

※２月７日は印刷作業

です。それ以外は試算表

チェックが中心です。現金・

預金・預り金・借入金等の

残高が分かる書類必須。

買い物途中の方々にも対話し、怒りのシール投票を呼びかける参加者 一緒にそば打ちする伊藤ミサ子さん（右から２人目）と孫のせいが君（右）

のぼり旗、署名証紙、チラシをもって増税反対行動に取り組んだ参加者

慎重に包丁をいれる岩佐祐斗君

（左）と妹の美来さん



《資料》

赤旗日刊紙に『消費税Ｑ＆Ａ』が掲

載されていますので紹介します。

（２０１８年１１月２９日号）

『消費税Ｑ＆Ａ［上］』

Ｑ 国や地方の赤字が膨大で、消

費税を増税しないと、財政がよ

り大変になるのでは？

Ａ 消費税が導入されて３０年、

日本の財政赤字は解決の方向

に向かうどころか、ひどくなってい

ます。消費税が導入された１９８９年

度に２５４兆円だった国と地方の借

金（長期債務残高）は、２０１８年度末

見込みで１１０７兆円と４倍に膨れ上

がりました。

この３０年間に国民からむしり取っ

た消費税は３７２兆円にのぼります。

一方、ほぼ同じ期間に国と地方を合

わせた企業の税負担は２９１兆円も減

りました。所得税と住民税も２７０兆

円の減収です。

減収の原因は消費税の導入や増

税による景気悪化と、大企業や富裕

層に対する減税です。消費税を上げ

て大企業や富裕層に回すようなや

り方では、財政赤字は解決できない

のです。

財政が大変というならアベノミ

クスのもとで「円安加速」や株高な

どの恩恵を受け、大もうけしている

大企業と富裕層に負担を求めるべ

きです。

大企業の収益は過去最高を更新。

内部留保は、１７年度に４２５．８兆円と、

１年間で２２．４兆円も増やしました。

保有株式時価総額１０００億円以上の

超大株主が保有する株式の時価総

額は、安倍晋三政権が発足した１２年

１２月の３．５兆円から足元で１７．５兆円

と５倍に膨れ上がりました。

こうした大企業と富裕層を中心

に負担を求めることで、消費税にた

よらずに社会保障や教育を拡充し、

国・地方の借金も解決できると共産

党は提案しています。

たとえば大企業優遇税制を見直

すことで４兆円程度の財源が生ま

れます。日本では大企業ほど法人税

の負担が低くなります。研究開発減

税など大企業優遇税制があるから

です。研究開発減税の９割近くが大

企業に適用されています。本紙の推

計ではトヨタ自動車は１３年度～１６

年度の４年間で４０００億円以上の研

究開発減税を受けています。

富裕層の所得は株の売買や配当

による部分が多くなっています。し

かし、大株主が株を売ってもうけて

も預貯金の利子にかかるのと同じ、

２０％しか税金はかかりません。富裕

層への証券課税を強化することで、

１．２兆円の財源となります。

純資産で５億円を超える富裕層に

は金融資産や不動産などの資産を

対象に、低率で毎年課税する富裕税

を課します。課税対象は１０００人に１

人程度となります。１～３％の累進課

税で課税すれば、１兆円程度が見込

まれます。

これらの歳入改革に加え、税の浪

費にメスをいれることで１７兆円が

当面の財源として確保できます。将

来的には所得税の税率上乗せで６

兆円を確保することを提案してい

ます。

日本共産党は歳入・歳出改革とあ

わせて、人間らしく働ける雇用のルー

ルを作り、大企業の内部留保を賃上

げに活用させるなど、国民の所得を

増やす改革をすすめます。

経済を安定的な成長の軌道に乗

せることが出来れば、１０年程度先

には国・地方あわせて２０兆円前後の

税収増が見込めます。税収増と経済

の成長で、社会保障の財源を確保し

ながら、国と地方の借金を解決して

いくことが可能になります。（つづく）

（３回連載です）

出典 しんぶん赤旗

2018年１１月29日

過去最高の収益

株でのもうけに

経済成長一体に


